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40周年記念号あいさつ

会長　清宮 茂光

公益社団法人 

世田谷区シルバー人材センター

　公益社団法人世田谷区シルバー人材センターは、本年設立40年という

節目の年を迎えました。この間、世田谷区や区民の皆様からのご指導や

ご支援をいただきながら、センターの基本理念である「自主・自立、共

働・共助」を基本に据え、社会参加に意欲のある元気高齢者にその希望

と能力に相応しい就業場所を提供し、併せてボランティア活動など社会

参加の機会を確保することを通して、高齢者が生きがいを実感できる地

域社会づくりに寄与することを目的に活動してきました。40周年を迎え

た現在、当センターは会員数3000名余りを擁する全国でも有数の人材セ

ンターに成長してまいりました。

　一方、この間の社会状況の変化は大きく、近年、高齢者を取り巻く社

会経済情勢は大きく変化しています。少子高齢化が急速に進む中、定年

年齢の引き上げや継続雇用など国の政策は、センターにとって新たな課

題を提示しています。労働力不足を補うための高齢者の就労促進が喫緊

の課題として挙げられるなか、高齢者の働き方についてセンターとして

どのようなスタンスで臨むのか、センターのあり方の根幹にかかわる重

要な課題です。

　この課題にどう取り組むのか、次の二つの視点に立った真摯な議論、

検討が必要です。一つ目の視点は、「センター40年間の歴史を振り返り、

シルバーの原点を再確認する」という視点です。高齢者が年齢にかかわ

りなく活躍することができる「生涯現役社会」の実現を目指し、高齢者

の「居場所」、「出番」づくりという役割を担ってきた、これまでの活

動を検証するという視点です。二つ目の視点は、「変化する高齢者を取

り巻く社会情勢に柔軟に対応し、会員のニーズやセンターに対する地域

社会の期待に応えるためにはどのようなセンターを目指すのか」という

視点です。

　この二つの視点に立ち、超高齢社会の中で、高齢者の生活をより豊か

なもの、より充実したものにするために、シルバー人材センターはどう

いう役割を担っていくのか、真摯な議論の先に、次の世代に引き継いで

いくセンターのあるべき姿が具体的に見えてくるのだと思います。

　本年度は全会員を対象に「会員意識調査」を実施する年です。会員の

ニーズを的確に把握しながら、新たな「中期５か年計画」（第４次）を

策定する中で、今後のセンター運営の方向性を見極め、50周年に向けた

新たな一歩を踏み出してまいります。

祝 40周年

イラスト　北村 ふ志江

創立40年を迎えて創立40年を迎えて創立40年を迎えて
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世田谷区長

保坂　展人

公益社団法人 

世田谷区シルバー人材

センター名誉会長

　世田谷区シルバー人材センターが創立40周年を迎えられましたこと、心からお祝い

申しあげます。

　世田谷区シルバー人材センターは、創立以来40年間一貫して、高齢者の方が就業す

ることを通じて生きがいや健康づくりに寄与し、活力ある地域社会実現に貢献されて

きました。

　また、区や地域社会と連携しながら行政や民間事業者が参入しにくい分野に積極的

に取り組み、さらに、さまざまなボランティア活動にも取り組むなど、共助社会にお

ける先進的な取組みとして時代を牽引されてきました。

　これも会員の皆さま一人ひとりが、これまで培われた経験や技能を活かして日々就

業や活動をしていただいた積み重ねによって、形成されてきたのだと考えております。

　区でも、皆さまと力を合わせて、いきいきと働き、住み慣れた地域で安心して生活

することができる地域社会づくりを進めてまいりますので、引き続き、ご理解とご協

力を賜りますようお願い申し上げます。

　世田谷区シルバー人材センターの今後のますますのご発展と、会員の皆さまのご健

勝を祈念いたしまして、お祝いの挨拶とさせていただきます。

祝 40周年

　世田谷区シルバー人材センターの設立40周年を祝し、心よりお慶び申しあげます。

　貴センターにおかれましては、昭和53年に世田谷区高齢者事業団として設立されて

以来、日本の社会が直面するであろう高齢社会の到来を見据え、世田谷区がより豊か

で心の通う地域社会となるよう、さまざまな活動をされてきました。この間の、ご努

力に対し、改めて敬意を表する次第でございます。

　この40年の間には、日本の経済・社会環境も大きく変化してまいりました。現在、

貴センターでご活躍されている会員の皆様が、まさにこの間の日本、そして世田谷区

を第一線で支えて来られたわけです。皆様の知識や経験は、世田谷区の財産であり、

若い世代に引き継がなければなりません。そのためにも「自主・自立、共働・共助」

の理念のもとに、会員の皆様が協力し合い、地域社会でますますご活躍されることを

期待しております。

　目前に迫った超高齢社会の中で、健康で働く意欲のある高齢者が果たすべき役割は、

ますます高まっています。貴センターの存在は、世田谷区における高齢者施策を遂行

するうえで欠かすことができません。これからも世田谷区と連携しながら、地域社会

のリーダーとしての役割を果たしていただきたいと考えております。

　区議会といたしましても、高齢者の社会参加の促進と生きがいの確保を目指して、

さらなる努力を続けて参る所存でございます。

　結びに、貴センターのますますのご発展と、会員の皆様のご健勝を祈念いたしまし

て、お祝いの言葉といたします。

世田谷区議会議長

三井　みほこ

創立40年を迎えて創立40年を迎えて創立40年を迎えて
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世田谷区長

保坂　展人

公益社団法人 

世田谷区シルバー人材

センター名誉会長

　世田谷区シルバー人材センターが創立40周年を迎えられましたこと、心からお祝い

申しあげます。

　世田谷区シルバー人材センターは、創立以来40年間一貫して、高齢者の方が就業す

ることを通じて生きがいや健康づくりに寄与し、活力ある地域社会実現に貢献されて

きました。

　また、区や地域社会と連携しながら行政や民間事業者が参入しにくい分野に積極的

に取り組み、さらに、さまざまなボランティア活動にも取り組むなど、共助社会にお

ける先進的な取組みとして時代を牽引されてきました。

　これも会員の皆さま一人ひとりが、これまで培われた経験や技能を活かして日々就

業や活動をしていただいた積み重ねによって、形成されてきたのだと考えております。

　区でも、皆さまと力を合わせて、いきいきと働き、住み慣れた地域で安心して生活

することができる地域社会づくりを進めてまいりますので、引き続き、ご理解とご協

力を賜りますようお願い申し上げます。

　世田谷区シルバー人材センターの今後のますますのご発展と、会員の皆さまのご健

勝を祈念いたしまして、お祝いの挨拶とさせていただきます。

祝 40周年

　世田谷区シルバー人材センターの設立40周年を祝し、心よりお慶び申しあげます。

　貴センターにおかれましては、昭和53年に世田谷区高齢者事業団として設立されて

以来、日本の社会が直面するであろう高齢社会の到来を見据え、世田谷区がより豊か

で心の通う地域社会となるよう、さまざまな活動をされてきました。この間の、ご努

力に対し、改めて敬意を表する次第でございます。

　この40年の間には、日本の経済・社会環境も大きく変化してまいりました。現在、

貴センターでご活躍されている会員の皆様が、まさにこの間の日本、そして世田谷区

を第一線で支えて来られたわけです。皆様の知識や経験は、世田谷区の財産であり、

若い世代に引き継がなければなりません。そのためにも「自主・自立、共働・共助」

の理念のもとに、会員の皆様が協力し合い、地域社会でますますご活躍されることを

期待しております。

　目前に迫った超高齢社会の中で、健康で働く意欲のある高齢者が果たすべき役割は、

ますます高まっています。貴センターの存在は、世田谷区における高齢者施策を遂行

するうえで欠かすことができません。これからも世田谷区と連携しながら、地域社会

のリーダーとしての役割を果たしていただきたいと考えております。

　区議会といたしましても、高齢者の社会参加の促進と生きがいの確保を目指して、

さらなる努力を続けて参る所存でございます。

　結びに、貴センターのますますのご発展と、会員の皆様のご健勝を祈念いたしまし

て、お祝いの言葉といたします。

世田谷区議会議長

三井　みほこ

創立40年を迎えて創立40年を迎えて創立40年を迎えて

祝 40周年

宮内　孝男

公益社団法人 

世田谷区シルバー人材

センター　事務局長

　私が世田谷区シルバー人材センターにお世話になってから、２年になろうとし

ています。はじめて席に着いた時の緊張感、今でも大切にしています。世田谷区

シルバーも40歳を迎えました。人生に例えれば、不惑の歳です。一口に40年と言

っても、過去、さまざまな難局を乗り越えて今日に至ったわけです。これまで諸

先輩が築き上げてきたシルバーを大切に守り、より働きやすい環境づくりの一助

になれればと考えています。シルバーは会員あっての組織であり、事務局は会員

の皆さんを支える裏方です。これからも、会員、役員、事務局が三位一体となり、

協力し合って、シルバーの理念である「自主・自立、共働・共助」を実現して行

きましょう。

　いわゆる団塊の世代が75歳以上になる2025年には、国民の４人に１人が65歳以

上という超高齢社会が到来し、高齢者の活躍する場がますます増えます。「生涯

現役・健康第一」、これからもお体に気を付けて、楽しいシルバー人生を歩んで

ください。

私たちは　シルバー人材センターの基本理念を尊重し培ってきた知識や

経験を社会に役立て　世田谷区の福祉政策と連動して　高齢社会の中で

豊かで活力ある地域社会を目指して憲章を定めます。

私たちは

一、シルバー人材センターを通じ、働く高齢者の文化を創造していきます

一、生きがい　生涯現役を目指し、互いに力を合わせ活動します

一、常に　健康と安全に配慮し、区民へのサービス向上に努めます

一、就業機会の開拓・確保に努め、責任をもって働きます

一、地域社会に奉仕の心で、貢献することに努めます

平成24年６月14日　総会承認

会員憲章

公益社団法人　世田谷区シルバー人材センター

創立40年を迎えて創立40年を迎えて創立40年を迎えて
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竹内　　弘

公益社団法人 

世田谷区シルバー人材

センター　前会長

　世田谷区シルバー人材センター設立40周年おめでとうございます。

　我が国は超高齢社会を迎え、激動する社会情勢の中でシルバーの基本理念を尊重し

活動を続けておられる清宮会長をはじめ会員役職員の皆様の日ごろのご努力に心から

敬意を表します。

　私は昨年まで16年間にわたり理事や会長を務めさせていただいた者です。当時運営

に当たっては「自主自立・共働共助」の基本理念のもと「会員憲章」や「運営指針」

を策定して働く高齢者の文化の創造に尽くしてきたつもりですが、今日でも「時代の

変化に対応」しながら志を継承していただいており、大変ありがたく存じております。

　さて、私も米寿を迎えましたが、元気で一会員として活動させていただいておりま

す。日本の働く社会は目下大変動を招来しております。「定年年齢の大幅な上昇」「外

国人労働者の大量流入問題」等々です。

　これらの国の政策の影響もあって、世田谷区シルバー人材センターも会員減少や平

均年齢の高齢化などが恒常化しております。

　設立40周年を契機に、シルバー人材センターも役職員・会員みんなで知恵を出し合

って、独自の「働き方改革」を考えなければならないときに来ているのではないでし

ょうか。

祝 40周年

　世田谷区シルバー人材センター設立40周年を心からお祝い申し上げます。

　当センターは歴代会長以下理事・会員・事務局の緊密な連携のもと、都内は勿論全

国センターのモデルセンター的な存在になっています。全国のセンターからの視察や

交流もありますが、我国同様高齢化が激しい韓国ソウル市・蔚山広域市高齢者雇用支

援センターの来訪もあり、高齢化時代の在り方など意見交換いたしました。

　私は現役45年を終え当センターに入会し15年、地域組織の班長・組長各２年、理事

７年うち副会長４年を経験させて頂き人生の第４コーナーで貴重な経験をさせて頂き

ました。

　現役時代には関わりがなくお世話になった地域社会への恩返しの気持ちで地区会館

の清掃、区広報板へのポスター掲示などの就業のほか東京マラソンの手伝い、多摩川

花火大会後の掃除、地域内の違反広告物撤去などボランティアに参加し、おかげで地

域の皆様と交流も出来、平成28年度の総会で感謝状を頂き感激致しました。

　シルバー人生を振り返って一番大きな体験思い出は創立35周年を記念したセンター

で初めての「シルバーまつり」でした。「奉仕の心でつながろう」をスローガンに開

催実行委員長を拝命、非才・未経験の身で緊張しました。交流のある全国各地のセン

ターからの協力もあり、実行委員役職員会員の皆様の心が一つに結ばれ、更に区民の

皆様からも支えて頂き素晴らしい催事になったと思います。シルバー35周年の実力・

底力を感じました。引き続き「就業感謝のつどい」へと引き継がれております。

　さらにセンター50周年の将来に向かってご発展と会員の皆様の充実したシルバー人

生をお祈り申し上げます。

衣笠　俊一

公益社団法人 

世田谷区シルバー人材

センター　元副会長

創立40年を迎えて創立40年を迎えて創立40年を迎えて
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竹内　　弘

公益社団法人 

世田谷区シルバー人材

センター　前会長

　世田谷区シルバー人材センター設立40周年おめでとうございます。

　我が国は超高齢社会を迎え、激動する社会情勢の中でシルバーの基本理念を尊重し

活動を続けておられる清宮会長をはじめ会員役職員の皆様の日ごろのご努力に心から

敬意を表します。

　私は昨年まで16年間にわたり理事や会長を務めさせていただいた者です。当時運営

に当たっては「自主自立・共働共助」の基本理念のもと「会員憲章」や「運営指針」

を策定して働く高齢者の文化の創造に尽くしてきたつもりですが、今日でも「時代の

変化に対応」しながら志を継承していただいており、大変ありがたく存じております。

　さて、私も米寿を迎えましたが、元気で一会員として活動させていただいておりま

す。日本の働く社会は目下大変動を招来しております。「定年年齢の大幅な上昇」「外

国人労働者の大量流入問題」等々です。

　これらの国の政策の影響もあって、世田谷区シルバー人材センターも会員減少や平

均年齢の高齢化などが恒常化しております。

　設立40周年を契機に、シルバー人材センターも役職員・会員みんなで知恵を出し合

って、独自の「働き方改革」を考えなければならないときに来ているのではないでし

ょうか。

祝 40周年

　世田谷区シルバー人材センター設立40周年を心からお祝い申し上げます。

　当センターは歴代会長以下理事・会員・事務局の緊密な連携のもと、都内は勿論全

国センターのモデルセンター的な存在になっています。全国のセンターからの視察や

交流もありますが、我国同様高齢化が激しい韓国ソウル市・蔚山広域市高齢者雇用支

援センターの来訪もあり、高齢化時代の在り方など意見交換いたしました。

　私は現役45年を終え当センターに入会し15年、地域組織の班長・組長各２年、理事

７年うち副会長４年を経験させて頂き人生の第４コーナーで貴重な経験をさせて頂き

ました。

　現役時代には関わりがなくお世話になった地域社会への恩返しの気持ちで地区会館

の清掃、区広報板へのポスター掲示などの就業のほか東京マラソンの手伝い、多摩川

花火大会後の掃除、地域内の違反広告物撤去などボランティアに参加し、おかげで地

域の皆様と交流も出来、平成28年度の総会で感謝状を頂き感激致しました。

　シルバー人生を振り返って一番大きな体験思い出は創立35周年を記念したセンター

で初めての「シルバーまつり」でした。「奉仕の心でつながろう」をスローガンに開

催実行委員長を拝命、非才・未経験の身で緊張しました。交流のある全国各地のセン

ターからの協力もあり、実行委員役職員会員の皆様の心が一つに結ばれ、更に区民の

皆様からも支えて頂き素晴らしい催事になったと思います。シルバー35周年の実力・

底力を感じました。引き続き「就業感謝のつどい」へと引き継がれております。

　さらにセンター50周年の将来に向かってご発展と会員の皆様の充実したシルバー人

生をお祈り申し上げます。

衣笠　俊一

公益社団法人 

世田谷区シルバー人材

センター　元副会長

創立40年を迎えて創立40年を迎えて創立40年を迎えて 創立40周年記念式典開く
　創立40周年記念式典は平成30年６月19日、世田谷区民会館ホールで開か

れました。清宮会長が、センターを取り巻く環境が大きく変化してきてい

る中で、これまでの役割を継承するとともに、変化に柔軟に対応していく

視点から、今後のセンターの課題に対処し、50周年へ向かいたいとあいさ

つされました。引き続き、来賓の保坂展人世田谷区長が、児童の見守り、

介護福祉等シルバーの役割は増えていくと思います、住み慣れた地域で、

一層役立っていただきたい、と祝辞を述べ、次いで来賓の三井みほこ同区

議会議長が、シルバー人材センターの役割はますます大きく重要となって

きています、共助社会の構築に向けてお力をお貸しいただきたい、と祝辞

を述べられました。この後、40周年記念の会員特別表彰が行われ、会員最

高齢で就業されている八木千恵子さんに会長より感謝状が贈呈されました。

　式典に続いて、アトラクションに移り、東京芸術大学の黒沼香恋さん、

小林小百合さんによるピアノ演奏があり、特に熱のこもった連弾演奏は大

きな拍手が起きました。また、世田谷区民合唱団による美しい混声合唱も

行われ、途中、会場と一体となって歌う場面もあり、40周年を祝う雰囲気

が会場一杯に広がりました。

創立40周年記念式典開催創立40周年記念式典開催

祝 40周年

創立４０周年記念式典開催
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世田谷３

桜１

桜２
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猿　渡　裕　子

渡　辺　典　溥

西　田　文　夫

楢　本　泰　子

出　竹　秀　夫

小　島　冨士雄
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鹿　島　清　一

小　林　正　廣

永　田　幸　一

田　中　千鶴夫

堀　場　秀　典

今　村　由生子
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春　木　ユワ子
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深沢１

深沢２

上用賀１

上用賀２

上用賀３

用賀

瀬田

玉川

玉川台

千歳台

祖師谷１

祖師谷２

祖師谷３

祖師谷４

成城１

成城２

船橋１

船橋２

船橋３

船橋４

船橋５

船橋６

船橋７

船橋千歳台

喜多見１

喜多見２

喜多見３

喜多見４

喜多見５

宇奈根

鎌田

岡本

砧１

砧２

砧３

大蔵１

大蔵２

大蔵３

上北沢１

上北沢２

八幡山１

八幡山２

上祖師谷１

上祖師谷２

粕谷

南烏山１

南烏山２

南烏山３

給田１

給田２

北烏山１

北烏山２

北烏山３

北烏山４

中町１・２・３・４・５丁目

野毛１・２・３丁目

上野毛１・２・３・４丁目

新町１・２丁目

桜新町１・２丁目、深沢８丁目

新町３丁目、駒沢３・４・５丁目

深沢１・２・３丁目

深沢４・５・６・７丁目

上用賀１丁目、用賀３丁目

上用賀３・５丁目、用賀４丁目

上用賀２・４・６丁目

用賀１・２丁目

瀬田１・２・３・４丁目

玉川１・２・３・４丁目

玉川台１・２丁目、瀬田５丁目

千歳台１・２丁目

祖師谷１・２丁目（１～４、５（１～12））

祖師谷２丁目（５（13～38）、６～10）

祖師谷３・４丁目

祖師谷５・６丁目

成城１・２・３・４・５丁目

成城６・７・８・９丁目

船橋１丁目（31～55）・２丁目

船橋１丁目（１～30）・３丁目

船橋４丁目

船橋５丁目

船橋６丁目、７丁目（８－１）(８－４)

船橋７丁目（１～７、９～26）

船橋７丁目（８-２）

千歳台３・４・５・６丁目

喜多見１・２（１～９）・３丁目

喜多見２丁目（10）

喜多見４・７丁目

喜多見５・６丁目

喜多見８・９丁目

宇奈根１・２・３丁目

鎌田１・２・３・４丁目

岡本１・２・３丁目

砧１丁目

砧２・３・４丁目

砧５・６・７・８丁目

大蔵１・２丁目、４・５・６丁目

大蔵３丁目（１・２、５（30））

大蔵３丁目（３・４、５（27～29））

上北沢１・２・３・４丁目

上北沢５丁目

八幡山１・２丁目・３丁目（１～12、16～18）

八幡山３丁目（13～15、19～40）

上祖師谷１・２・６・７丁目

上祖師谷３・４・５丁目

粕谷１・２・３・４丁目

南烏山１・２丁目

南烏山３・４丁目

南烏山５・６丁目

給田１・２・３丁目

給田４・５丁目

北烏山１・３丁目

北烏山２・４丁目

北烏山５・６・９丁目

北烏山７・８丁目

平成30年度
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様々な地域活動

地域活動連絡会議

▲「おたがいさまフェス

　タ」で交通整理のボラ

　ンティアを地域合同で

　やっています。

講習や講演を実施

▲下馬・上馬組はポスター

　掲示活動も会員みんな

　で頑張って貼りました。

ボランティア活動

▲用賀組の吉川組長。

　あったかサロンで「オー

　ルディーズ」のライブを

　披露されました。

ハイキング等で懇親

▲烏山組のボランティア

　活動。寺町通りで落ち

　葉掃きをやっています。
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村　上　正　雄

山　中　　　達

北　村　真　男

高　野　俊　勝

山　西　　　薫

池　田　尚　敬

小　堺　信　嘉

四　本　　　修

北　本　昌　之

来　田　史　朗

釜　井　剛　雄

高　濱　敏　雄

桶　作　　　孝

八木原　光　亮

内　田　澄　夫

山　賀　正　男
　

稲　田　昌　秀
　

澤　井　　　元

宮　澤　清　司

遠　藤　利　夫

湯　浅　隆　介

池尻１

池尻２

三宿

太子堂１

太子堂２

太子堂３

若林１

若林２

若林３

三軒茶屋

弦巻１

弦巻２

弦巻３

世田谷１

世田谷２

世田谷３

桜１

桜２

宮坂１

宮坂２

桜丘１

桜丘２

桜丘３

経堂１

経堂２

経堂３

下馬１

下馬２

下馬３

下馬４

野沢１

野沢２

上馬１

上馬２

駒沢

豪徳寺

梅丘

代田１

代田２

北沢

代沢

大原

羽根木

松原１

松原２

松原３

赤堤１

赤堤２

桜上水１

桜上水２

東玉川・奥沢３

奥沢１

奥沢２

玉堤

等々力１

等々力２

等々力３

池尻１・２丁目

池尻３・４丁目

三宿１・２丁目

太子堂１丁目、三軒茶屋１丁目

太子堂２・４丁目

太子堂３・５丁目

若林１・２丁目

若林３丁目・４丁目（16～31）

若林４丁目（１～15、32～41）・５丁目

三軒茶屋２丁目

弦巻１丁目

弦巻２・３丁目

弦巻４・５丁目

世田谷１丁目

世田谷２・３丁目

世田谷４丁目

桜１丁目

桜２・３丁目

宮坂１丁目・２丁目（１～23）

宮坂２丁目（24～29）・宮坂３丁目

桜丘１・３丁目

桜丘２丁目

桜丘４・５丁目

経堂１・５丁目

経堂２・３丁目

経堂４丁目

下馬１・５丁目

下馬２丁目（１～31）

下馬２丁目（32～44）

下馬３・４・６丁目

野沢１・２丁目

野沢３・４丁目

上馬１・２丁目

上馬４・５丁目

駒沢１・２丁目、上馬３丁目

豪徳寺１・２丁目

梅丘１・２・３丁目

代田１・２・３丁目

代田４・５・６丁目

北沢１・２・３・４・５丁目

代沢１・２・３・４・５丁目

大原１・２丁目

羽根木１・２丁目

松原１・２丁目

松原３・４丁目

松原５・６丁目

赤堤１・２丁目

赤堤３・４・５丁目

桜上水１・２・３丁目

桜上水４・５丁目

東玉川１・２丁目、奥沢３丁目

奥沢１・２・４・５丁目

奥沢６・７・８丁目、玉川田園調布１・

２丁目、尾山台１・２丁目

玉堤１・２丁目

等々力１・２丁目、尾山台３丁目

等々力４・５・６丁目

等々力３・７・８丁目

高　峯　文　世

久保田　孝　子

落　合　清　一

並　木　逸　雄

新　元　　　榮

犬　飼　光　一

道　川　明　寛

猿　谷　秀　夫

渡　辺　次　郎

大　島　和　夫

髙　森　晴　夫

五十嵐　公　規

田　部　正　博

藤　田　晴　世

橋　爪　保　代

大　西　一　孝

菊　地　順一郎

小　林　省　伍

奥　田　雅　子

松　岡　登代美

韮　澤　邦　武

韮澤 邦武（代理）

今　村　　　明

菅　原　邦　兆

飯　田　ミツ子

丸　貴　靜　香

荒　木　久　子

岡　本　英　一

猿　渡　裕　子

渡　辺　典　溥

西　田　文　夫

楢　本　泰　子

出　竹　秀　夫

小　島　冨士雄

高　橋　　　清

鹿　島　清　一

小　林　正　廣

永　田　幸　一

田　中　千鶴夫

堀　場　秀　典

今　村　由生子

倉　川　　　健

春　木　ユワ子

西　多　法　子

青　木　正　史

鈴　木　志　卓

中　込　基　子

伊　藤　長　六

高　木　眞　一

倉　地　公　治

小　山　壮　夫

八　百　　　修

車　谷　勝　宣

沼　　　　　弘

黒　岩　益　男

小　林　　　毅

萩　尾　昭　三

大　岡　　　武

植　田　　　博

吉　村　公　子

中町

野毛

上野毛

新町

桜新町

新町駒沢

深沢１

深沢２

上用賀１

上用賀２

上用賀３

用賀

瀬田

玉川

玉川台

千歳台

祖師谷１

祖師谷２

祖師谷３

祖師谷４

成城１

成城２

船橋１

船橋２

船橋３

船橋４

船橋５

船橋６

船橋７

船橋千歳台

喜多見１

喜多見２

喜多見３

喜多見４

喜多見５

宇奈根

鎌田

岡本

砧１

砧２

砧３

大蔵１

大蔵２

大蔵３

上北沢１

上北沢２

八幡山１

八幡山２

上祖師谷１

上祖師谷２

粕谷

南烏山１

南烏山２

南烏山３

給田１

給田２

北烏山１

北烏山２

北烏山３

北烏山４

中町１・２・３・４・５丁目

野毛１・２・３丁目

上野毛１・２・３・４丁目

新町１・２丁目

桜新町１・２丁目、深沢８丁目

新町３丁目、駒沢３・４・５丁目

深沢１・２・３丁目

深沢４・５・６・７丁目

上用賀１丁目、用賀３丁目

上用賀３・５丁目、用賀４丁目

上用賀２・４・６丁目

用賀１・２丁目

瀬田１・２・３・４丁目

玉川１・２・３・４丁目

玉川台１・２丁目、瀬田５丁目

千歳台１・２丁目

祖師谷１・２丁目（１～４、５（１～12））

祖師谷２丁目（５（13～38）、６～10）

祖師谷３・４丁目

祖師谷５・６丁目

成城１・２・３・４・５丁目

成城６・７・８・９丁目

船橋１丁目（31～55）・２丁目

船橋１丁目（１～30）・３丁目

船橋４丁目

船橋５丁目

船橋６丁目、７丁目（８－１）(８－４)

船橋７丁目（１～７、９～26）

船橋７丁目（８-２）

千歳台３・４・５・６丁目

喜多見１・２（１～９）・３丁目

喜多見２丁目（10）

喜多見４・７丁目

喜多見５・６丁目

喜多見８・９丁目

宇奈根１・２・３丁目

鎌田１・２・３・４丁目

岡本１・２・３丁目

砧１丁目

砧２・３・４丁目

砧５・６・７・８丁目

大蔵１・２丁目、４・５・６丁目

大蔵３丁目（１・２、５（30））

大蔵３丁目（３・４、５（27～29））

上北沢１・２・３・４丁目

上北沢５丁目

八幡山１・２丁目・３丁目（１～12、16～18）

八幡山３丁目（13～15、19～40）

上祖師谷１・２・６・７丁目

上祖師谷３・４・５丁目

粕谷１・２・３・４丁目

南烏山１・２丁目

南烏山３・４丁目

南烏山５・６丁目

給田１・２・３丁目

給田４・５丁目

北烏山１・３丁目

北烏山２・４丁目

北烏山５・６・９丁目

北烏山７・８丁目

平成30年度

地
域
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様々な地域活動

地域活動連絡会議

▲「おたがいさまフェス

　タ」で交通整理のボラ

　ンティアを地域合同で

　やっています。

講習や講演を実施

▲下馬・上馬組はポスター

　掲示活動も会員みんな

　で頑張って貼りました。

ボランティア活動

▲用賀組の吉川組長。

　あったかサロンで「オー

　ルディーズ」のライブを

　披露されました。

ハイキング等で懇親

▲烏山組のボランティア

　活動。寺町通りで落ち

　葉掃きをやっています。

　当
セ
ン
タ
ー
は
、
世
田
谷
区
内
を
15
の
組
に
分
け
、
各
地
域
ご
と
に
、
組
長
と
数
名
の
班

長
が
い
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。
あ
な
た
の
住
所
か
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、
所
属
す
る
組
名
や
班
長
さ
ん
の
名
前
を
覚
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
近
く
に
住
む
班
長
さ
ん
が
広
報
誌
「
シ
ル
バ
ー
せ
た
が
や
」
を
届
け
て
く
れ
て

い
ま
す
。
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三軒茶屋組　
田村　　進

　平成６年９月入会し、駒沢駐輪場で就業。朝夕の挨拶は忘れず明るい駐輪場を目指しました。

平成13年理事に、17年副会長に就任し、当時の竹内会長を微力ながら支えて参りました。平成

22年副会長を退任、三軒茶屋組長をお引受けして現在に至って居ります。地域間交流の一環と

して牧之原市に新茶手摘み作業に出かけたりもしました。ボランティア活動は世田谷区ボラン

ティア協会、世田谷区道路課、三軒茶屋商店街の皆様とも交流を深め、シルバー人材のＰＲに

努めました。ゴルフや囲碁クラブの立ち上げに協力し、カラオケ同好会にも参加。シルバーに

入会して24年間の永きに渡り、大勢の会員の皆様に支えられ、楽しく仕事が出来たことは、こ

の上ない幸せと感謝して居ます。

上町組　

日原　一隆

　上町組は、桜・世田谷・弦巻の会員で構成されています。組の年間の主な活動内容は・４月

の花見・９月の地域活動懇談会の他、ボランティア活動として３カ月毎（３、６、９、12）の

第１日曜日にボロ市通りの清掃（雨天中止）を地元の方々やカブスカウトと行っております。

上町組には８名の班長がおり、各地域の会員に「シルバーせたがや」の配布や入会２年・５年

次会員の研修会「出席お願い」を本部からの郵送通知以外にお届けしています。私自身は入会

以来駐輪場管理業務に赴き13年目になり、それなりに現役時代には経験しなかった事を学び得

ていると思っています。会員皆様の上町組の各行事へのご参加をお待ちしておます。

経堂組　
西村　光代

　還暦を迎えるある日、区報で「学習教室・生徒募集」を見て、それでは先生が必要でしょう

と思い、さっそく電話。まずシルバー人材の入会説明会を受ける様にとの事。その後の面談で

は、学習教室講師希望を前面に押し出して入会。最初は空きがなく、小３の算数を１年。２年

目からは念願の英語に移り、何年か経った時に事務局に頼まれ今まで通りの英語と，臨時で３

学期のみ数学をとの事で、お引受けしました。数学の先生が少なく、いつのまにか数学専科に

なってしまいました。その間、委員や理事を経験。今年から組長を命じられ、毎日生き甲斐を

持ち、頑張っております。私のモットーである「思いやり・助け合いそしていつまでも探求心」

を忘れる事なく人生を進んで参りたいと思います。

下馬・上馬組　
永田　信行

　世田谷区の広報誌を見て入会して14年になる。班長・組長と過ごして来たが、組長も８年と

長きになり、卒業しようと思っている。組長は大変な役回りではありますが、楽しい事も多く、

家だけだったら人との接触は限られていたと思う。田村進・衣笠俊一元副会長、竹内前会長、

溝口猛・志村千昭・河上二郎元常務理事等々の人達と親しく話が出来た。ボランティア活動で

は、世田谷区ボランティア協会、世田谷区道路課の皆さん、それに関わった60名程の会員の皆

さん等多くの人と出会い、今では小生の財産である。街で挨拶も出来、ボランティアの時は区

民の皆さんからご苦労様との声掛けもあり、うれしく思っております。

　シルバー人材センター・バンザイ

梅丘・北沢組　
三輪　一博

　現役を引退して約２年、趣味と散歩で過ごしていましたが、社会との繋がりも無く、家族の

者以外話す事も無くなり、喪失感が出始めていました。

　そんな中、ある時ご近所の方から「時間があるならシルバーの仕事を手伝ってくれないか」

と誘われました。早速シルバー人材センターに登録し、除草の仕事を始めました。その後体調

の事もあり、見守り業務を主体にシルバーの仕事を続けています。

　やはり人間何らかの形で、社会に繋がりを持つ事が生活のリズムも出来、人の輪も広がり、

何より精神的に良い事だと思いました。

　これからも自分の出来る範囲で続けていきたいと思います。

シルバー人材と私シルバー人材と私シルバー人材と私



－ 11 －

松原・松沢組　

福室　　勲

　シルバー人材センターの会員になって丸５年以上になりました。日曜日以外休まず清掃の仕

事をしています。

　一人で仕事をしていますので対人関係の問題はありませんが相談することもできません。１

年位は友人も話し相手もいませんでしたが　２度目の地域活動懇談会で素晴らしい仲間と出会

い現在に至っています。仕事をするだけで懇談会に出席しなければこの機会は無かったと思い

ます。

　シルバー人材センターの会員になったことで　仕事と素晴らしい仲間を得ることが出来まし

た。家にこもっていたら出来なかったと思います。

　これからも健康に気を付けて続けていきたいと思います。

奥沢・等々力組　　

村松　正志

　「まあー、こんなに綺麗にしていただいて！」お客様の喜ぶ笑顔に何か胸の奥から熱いもの

が込み上げてまいりました。まさに「除草冥利に尽きる。」でした。

　シルバー人材センターに入会の切っ掛けも義母の介護13年目ともなるとストレスもたまり外

出も出来ずこのままだと共倒れになると思い近場で出来る仕事を期待してセンターの説明会で

「除草作業」を知り即答しました。

　当初は作業が入ると介護の義母がデイサービスを受けている時間帯に合わせて作業を済ませ

慌てて帰宅していましたが、幸いにも介護14年目に特養ホームの入所が決まり、時間を気にせ

ず除草に綺麗の磨きを掛けています。

上野毛・深沢組

鏑木　　紘

　私がシルバー人材センターに入会したのは、平成17年に63歳の時でした。
　定年退職し、家に閉じ籠もることなく、地域の人たちと交流を持ち、友達を増やしたいと考
えました。
　駒沢公園の朝のラジオ体操、マジックの集会など定年後に参加して、今も継続しています。
　シルバー人材センターから高校生の学習塾の管理の仕事を提供され、楽しく仕事ができまし
た。若いときも、ボーイスカウトの役員をやり、たのしい生活を思い出しました。
　組長になって、６年になりますが、地域懇談会、仲間との地域の散策に力を注いでいますが、
地域懇談会の参加者が45名位で、もっと沢山の仲間が参加して欲しいと考えています。
　楽しい老後を送るためには、沢山の友達を増やし切磋琢磨することが大事ですね。
　これからもこのような考え方で組長をやっていきます。以上

用賀組　
吉川　清治

　入会して６年目、現在夜間施設管理に就業、また組長として活動中です。

　各種の連絡会議・研修会・地域活動懇談会等を通じては会社組織と異なり目指す方向、考え

方も様々な会員の皆さんとの接し方の難しさを実感しながらも、逆に教えられる事も多く勉強

にもなります。

　玉川ＶＢのチラシ掲出、花火大会清掃に参加、また、用賀あったかサロンでは趣味を生かし

ギター弾き語りで独自のボランティアを実施。

　ピアノや体操教室、医者でのケアーも含めスケジュール表は余白が少なくなり、１週間のス

ピードがとても速く感じている。

　これからも健康に留意しマイペースで、シルバーライフをエンジョイしたい。

祖師谷・成城組　
大西　一孝

　チカラ強く流れる川、音もなく静かに流れる川。川が好き、アユの友釣りが好きで６月から
９月までは良く川へ行きます。瀬音を聞きながら釣り糸をたらしているのがたまりません。釣
ったアユは持ち帰り友達に食べてもらいます。私の好きな川をみごとに読んだ百人一首があり
ます。崇徳院という人のうたです。「瀬を早み　岩にせかるる　滝川の　われても末に　逢は
むとぞ思ふ」これこそあの川の流れをうたったうたです。あの力強く流れる川も大きな岩にく
だかれ、別れわかれになります。しかし下流に行くとまた一緒に流れていく。20歳前後によん
だうたですが、失恋のうたとも愛しい人との再会を詠んだうたともいわれています。
　川へ行くといい場所を見つけ必ずこのうたをよみます。青年よきみはすごい、がシルバー世
代もまけないぞ…恋以外でな！川の流れに身を置くように、シルバーの活動をする中で、仲間
づくりに励んでいる毎日です。

シルバー人材と私シルバー人材と私シルバー人材と私
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船橋組

佐藤　良男

　現役をリタイヤして間もなく、知り合いからシルバー入りを勧められ入会、半年後思いもよ

らない班長の指名でした。以後人材センターは多くの仲間と共に活動する創造的な組織である

ことに気付きました。２年後（Ｈ19年６月）のボランティア活動の一環で、「世田谷シルバー

センター山形に出張」との見出しで大きく新聞に報道された、天童シルバーセンターとの地域

間交流でした。もちろん費用は自腹であったが〈さくらんぽ収穫〉〈ラ・フランス収穫〉〈門

松作り〉など２泊３日の体験は記憶に残る。また地域会員間の交流では各組班が中心となり、

地域活動懇談会・ボランティア活動・会員間交流会・同好会など会員同士がお互い顔を合わせ

る場・機会を考え230名の会員といかに接して行くか班長とも緊密に連携をとり実行していく。

特に唯一の交流の機会である、地域活動懇談会の参加者を増やしていきたい。

喜多見組　

廣田　雅人

　平成８年４月桜上水２丁目に区が開設した「土と農の交流園　野菜づくりコース」の受講生

として参加、年度末１週間前に助手として作業する事になり、急遽シルバーの駈込み会員と相

成った次第。楽しい毎日でしたが東京農大に運営を委託する区の方針で僅か２年で終了。その

後は公園、集会場等の掃除・門扉の開閉・包丁研ぎの立ち上げなど転々。現在は除草グループ

の一員として軽トラ・刈払機・ブロアー等を入手「蟷螂の斧」を地で行く始末。

　センターに感謝しつつ改善点を改善し、更なる発展を望む。

砧組　
増木　貴安

シニアライフは味付け次第
　ハローワークのセミナーを受講した事が契機でシルバー人材センター入会、待っていたかの

ように砧１班の班長に推され何も考えずにお受けしたが、素敵な巡り合いに感謝。

　最初の仕事は駐輪場の管理人、色々な性格の人がいますが、中には理不尽な主張をされる方

もおり、究極の苦味を味わったこともあったが、一方そこで出会ったある方に「おとこの台所・

砧」を紹介され即入会、この会は過去を語らず威張らずフラットな立場で集う楽しい会、まさ

に味付けのスタート、素敵な仲間と「スポーツ吹矢」旅行や飲み会と活動範囲が拡大。そして

「せたゼミ」の食育の手伝い、第二の人生に「うま味」が出てきた。シニアライフは味付け次

第、隠し味はハートです。

上北沢・上祖師谷組　
江口　　徹

　当組は会員との交流・親睦を目的に毎年、新年会・一泊旅行・食事会・ボランティア活動を

実施している。会員が就業を通じて健康維持・仲間づくり・地域貢献等を実現できる環境整備

に努力している。

　更にセンター各段階で①意識改革、②円滑かつ迅速な情報伝達、③問題点の徹底把握と迅速

対応、④研修会制度の見直し、⑤危機管理対策の策定（ガイドライン）等を班員との協議を経

て順次提案していきたい。

　また、当組地域活動懇談会のアンケート調査で会員から寄せられた問題点、課題等情報収集

に務め、本部と共に問題解決に積極的に取り組んでいる。

烏山組　
伊藤　正子

　私が会員登録をしたのは10数年前になります。家事援助の就業で各地域のご家庭を訪問した

り、グループ就業では仲間意識が湧き出て来たりと以前の日々からは想像も出来ない程の様々

な出会いが待って居りました。更にセンター組織にも係わる機会があり、関係者の皆様とお話

しする状況もありました。昨年から烏山組組長になり地域の会員さん方との出会いもある中で、

先日地域活動懇談会を無事に終了することが出来ました。「人との出会いは人生の宝物」とよ

く言われます。シルバー人材センターは私にとって最良の拠点であり今後も宝物と共に心豊か

に過ごして行こうと思います。

シルバー人材と私シルバー人材と私シルバー人材と私
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マンション清掃

上野毛の区報板作業

児童見守り

放置自転車の整理誘導
（啓発札で注意喚起）

二子玉川西自転車等駐車場

垂直２段式ラック収納案内

回数券チェック

植木の剪定

頑張る除草３人衆

ポスター掲示の定例班会議

街角で 様々な就業様々な就業様々な就業
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公園清掃

希望ヶ丘公園の清掃をする
佐藤喜久さん

子供広場公園の清掃

千歳温水プール内　４Ｆのカラオケ

毎月の第１月曜を除き、連日行われて
いるカラオケ、十八番に磨きをかけて
歌う方々の司会・進行をしています。

代官屋敷

格式高い数寄屋造りの猪股邸、清掃と管理をする南雲さんと松本さん、
多くの来場者をお迎えしています。

猪股庭園

岡本公園民家園 次大夫堀公園民家園

シルバーパスの更新

祖師谷まちづくりセンターにて梅丘まちづくりセンターにて 三茶しゃれなあどホールにて

公共施設で様々な就業様々な就業様々な就業
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書道教室

茶道教室

陶芸教室
日曜の入門・土曜の初級・金曜の中級・木曜の自主クラスに
熱心に指導されている小平会員と宮脇会員

パソコン教室

アレンジメント

フラワー

家事援助サービス

コーディネイターの皆さん

様々な就業と教室様々な就業と教室様々な就業と教室
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三軒茶屋組

上町組

経堂組

下馬・上馬組

梅丘・北沢組
松原・松沢組

奥沢・等々力組

上野毛・深沢組

地域活動懇談会地域活動懇談会地域活動懇談会
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砧組

用賀組

上北沢・上祖師谷組

船橋組

烏山組

世田谷区出前講座
「クイズで学ぶ健康食品」

祖師谷・成城組

喜多見組
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東京マラソン祭り　ボランティア活動

多摩川河川敷クリーン作戦

上野毛・深沢組　ボランティア活動

経堂組　ボランティア活動

三軒茶屋組　ボランティア活動

上町組　ボランティア活動

多摩川河川敷クリーン作戦（用賀組のみなさん）

喜多見の地区祭りにボランティアとして参加

地域活動と交流地域活動と交流地域活動と交流
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広報活動　ボランティアセンターにて

烏山組

国道20号ボランティア活動

３組合同チーム・ボランティアセンター

上北沢・上祖師谷組　

シルバー虹の会一泊旅行　箱根大平台

寺町通り

祖師谷・成城組　祖師谷ふるさと祭り

違反ポスターの除去活動

下馬・上馬組　

「火の用心～」
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2018いきいきせたがや文化祭シルバーまんま

40周年の総会
終わって満面の笑み

就業感謝のつどい

2015年

第39回いきいきせたがや文化祭
船橋カラオケ同好会

ふるさとせたがや

区民祭り2018

シルバーまんまボランティア会員により
毎月一回美味しい昼食で楽しんで頂いて
います。

第40回いきいきせたがや文化祭
歌いまくりの会員

司会を務める会員

良い事あったかな？
40周年記念式典で・職員と会員の笑顔

区長と小林副会長

ふるさとせたがや

区民祭り2017

暑くても頑張ってます

琵琶と篠笛の先生とスタッフ一同

受付風景　北沢タウンホール

いろいろな行事・交流いろいろな行事・交流いろいろな行事・交流
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神代植物公園で　何を見てるの？

就業感謝のつどい

あったかサロン

2018年忘年会・懐かしのメンバー

宮坂区民センター

祭り2018

あったかサロンの
前会長竹内さん

もくもくタイムですねぇぇ

みんな仲良く会議？です事務局員と広報会員の仲良し写真

サロンの仲間と旧小坂邸散策
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シルバーボウリング同好会

植物研究同好会

カラオケ同好会

囲碁同好会

ゴルフ同好会 「けやき会」

俳句同好会 「あったか俳句会」

私たちが同好会として発足したのは平成26年９月でした。
きっかけはマスターの協力で「スナックを借り切る」
ことができたからです。
毎月２回、13：00～17：00まで４時間。歌あり笑いあ
りの楽しいひと時です。
現在まですでに４年、20名の会員と共に楽しんでいます。

毎月一度
世田谷・桜の
オークラボウリング場
で楽しんでいます。

宮坂区民センターにて
月２回

土いじりして
植物の研究をしたり、
春には桜の花見
秋には紅葉見物も
しています。

年４回、元気はつらつ
プレーしています。
ナイスショット！

あったかサロン
の句会が独立し
て同好会に。

清水美千先生に俳句の
手ほどきをいただいて
います。
（隔月開催）

楽しい同好会・仲間募集中楽しい同好会・仲間募集中楽しい同好会・仲間募集中
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当センターの平成25年度からの実績資料編

年度別・事業別実績表
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1978
7
9

（昭和53年度）
「世田谷区高齢者事業団」発足（会員数1,983名）
理事会に総務部会・事業部会を設置

5 成田空港開港

1979
6
8

（昭和54年度）
学習教室  開設
会員希望職種等の調査、職種班名簿（27種）を作成

6 東京ｻﾐｯﾄ開催

1980
11
12

（昭和55年度）
臨時総会（社団法人シルバー人材センターへ移行）
社団法人の初代会長に大塚仁平氏、副会長に中島言人氏を選任

4 国の補助事業となる

1981
4
4

（昭和56年度）
会長に大塚仁平氏、副会長に中島言人氏を再任
シルバー人材センター団体傷害保健に加入

4
ｽﾍﾟｰｽｼｬﾄﾙ　ｺﾛﾝﾋﾞｱ
打ち上げ成功

6
社団法人全国ｼﾙﾊﾞｰ
人材ｾﾝﾀｰ協議会設立

1998
4

11　3

1983
4
9

1984
6

11～60.2

1985
4

10～11

1986
10
12

1987
4
5
10

1988
8

元 3

1989
4
9

1990
7

1991
4

1992
11
12

1993
4
9

1994
7

1995
4
11

1996
10
10

1997
7

10　1

1982
5

58.1

(昭和57年度)
「事業団便り」年4回に増発
事業部会を4部会に分割

(昭和58年度)
会長に大塚仁平氏、副会長に中島言人氏を再任
５周年記念事業及び記念誌の発行

(昭和59年度)
高齢者就業出張相談開始　(玉川・砧両支所で毎月2回)
未就業会員調査、発注者意向調査を実施

(昭和60年度)
会長に大塚仁平氏、副会長に中島言人氏を再選
事業開拓のために理事が区内発注者を訪問

(昭和61年度)
高年齢者雇用安定法に基づく指定法人となる
事務局にコンピューターを導入　(エイジレス80)

(昭和62年度)
会長に中島言人氏、副会長に倉橋義博氏を選任
安全管理委員会発足
会長に倉橋義博氏、副会長に赤松清氏を選任

(昭和63年度)
赤松副会長退会に伴い、副会長に西郷左蔵氏を選任
創立10周年記念式典
（会員等の表彰と発注者への感謝状贈呈及び記念誌発行）

(平成元年度)
会長に倉橋義博氏、副会長に西郷左蔵氏を再任
烏山分室を開設（所在地：世田谷区粕谷3-20-12）

(平成2年度)
「社団法人世田谷区シルバー人材センター」に名称を変更
事務所を宮坂に移転（世田谷区宮坂1-24-6宮坂地区会館内）

(平成3年度)
会長に倉橋義博氏、副会長に須藤延造氏を選任
陶芸教室を開設（烏山分室）

(平成4年度)
砧地域で初めて地域交流会を開催
北沢地域交流会・世田谷地域交流会及び玉川地域交流会

(平成5年度)
会長に須藤延造氏、副会長に花村哲之助氏を選任
創立15周年記念式典開催
（会員等の表彰と発注者への感謝状贈呈及び記念誌発行）

(平成6年度)
就業拡大対策委員会を設置して受注拡大のＰＲ活動を開始

(平成7年度)
会長に須藤延造氏、副会長に花村哲之助氏を再任
会員就業のあり方改善のための検討委員会を設置

(平成8年度)
東京都シルバー人材センター連合の会員となる（指定法人指定は無効）
駅前放置自転車対策功労団体として知事表彰を受ける

(平成9年度)
第1回組長連絡会を開催
会員の就業意識・意向調査を実施（あり方検討委員会）会長に報告書

(平成10年度)
世田谷区より授産場（玉川、用賀、老人会館）の運営を受託
創立20周年記念式典
（会員等の表彰と発注者への感謝状贈呈及び記念誌発行）

4

11

4

4

4

4

4

10

12

5

5

1

4

12

4

9

東京ﾃﾞｨｽﾞﾆｰﾗﾝﾄﾞ開園

世田谷電話局付近で
地下ケーブル火災

電々公社・専売公社が
民営化

高年齢者等の雇用の安
定等に関する法律公布
される(10/1施行)

国鉄民営化

瀬戸大橋開通

消費税（3％）を導入

東西ドイツ統一

ソビエト連邦消滅

国家公務員週休2日制
スタート

ﾌﾟﾛｻｯｶ ・ーＪﾘｰｸﾞ開幕

阪神淡路大震災

円高1ドル79.75円
（史上最高値）

ペルーのゲリラが
日本大使公邸を襲撃

消費税5％に引き上げ

和歌山毒カレー事

当センターのあゆみ（1978年（昭和53年）～2018年（平成30年））

その他の出来事年月 センターの主な動き 月

当センターの平成25年度からの実績資料編
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1999
6
8

(平成11年度)
初めて就業中の死亡事故発生。（植木剪定作業中）
せたがや「ふるさと区民まつり」参加

4 石原都知事誕生

2000
10

2001
4
10

14　1

2002
6
8

2003
4

10

2005
4

2006
9
11

2007
4

20　2

2008
4.8
21　3

2009
4
5
9

2010
11

23　3

2011
4

4　.5

2012
4
4

2013
4
6
11

2014
5
11
11

27.　1
3

2015
4
6

28.　3

2016
6
10

2017
4
6
10

2018.1

2018
6

(平成12年度)
「就業改善推進計画(案)」要約版配布及び５地域での説明会実施

(平成13年度)
会長に花村哲之助氏、副会長に今津毅氏を選任

「安全就業に関する緊急事態宣言」
入会方式（個人⇒説明会）の変更。これに伴い「会員ガイド」作成

(平成14年度)
独自事業として「パソコン教室」を開設
初の班長研修会を実施

(平成15年度)
会長に花村鉄之助氏、副会長に今津毅氏を選任
理事による発注者訪問実施
全国経験交流大会（就業改善推進計画の取り組み発表）

(平成16年度)
就業適正化ルールの実施
中期５カ年計画策定

(平成17年度)
会長に竹内弘氏、副会長に田村進氏を選任
区立自転車等駐輪場指定管理者の指定を受ける

(平成18年度)
区立レンタサイクルポート指定管理者の指定を受ける
カルチャー教室開講

(平成19年度)
会長に竹内弘氏、副会長に田村進氏を選任
烏山支部移転（粕谷へ）

(平成20年度)
仕事料金のコンビニ支払開始。たまがわ花火大会清掃ボランテイア参加
創立30周年記念式典開催
東京マラソンボランティアに参加

(平成21年度)
事務局長に青山善樹氏が就任
常務理事に梅村恒司氏選任
ＰＲポスターの掲示キャンペーン開始

(平成22年度)
会員増に伴うワークシェアリング推進運動が進む
公益社団法人移行

(平成23年度)
「あったかサポートサービス」開始決定
副会長に衣笠俊一氏を選任.　常務理事に溝口猛氏を選任

(平成24年度)
「会員憲章」策定
用賀ワークプラザ開設（等々力より機能移転）

(平成25年度)
地域組織の再編・整備実施（15組　117班体制に移行）
常務理事に志村千昭氏を選任
創立35周年記念「シルバーまつり」開催（宮坂区民センター）

(平成26年度)
高齢区民向け事業「あったかサロン」開始
「就業感謝のつどい」初回開催
シルバー連合シルバーフォーラムで「サロン活動の事例」発表を行う
介護予防・日常生活支援総合事業「支えあいサービス」開始
第3次中期5ヶ年計画策定（H27年度～H31年度）

(平成27年度)
「通学路児童見守り業務」開始
副会長に清宮茂光氏を選任　、常務理事に河上二郎氏を選任
第4次就業改善推進計画策定（H28年度～H32年度）

(平成28年度)
事務局本部一時用賀ワークプラザへ移転（宮坂区民センター改修工事）
事業PR活動実施（個人宅ポスティング・郵便局窓口等）

(平成29年度)
事務局長に宮内孝男氏が就任　（6月常務理事に選任）
会長に清宮茂光氏を選任
副会長に小林明美氏を選任
事務局本部　用賀ワークプラザより宮坂区民センターへ戻る

(平成30年度)
定時総会＆創立40周年記念式典を開催
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高橋尚子がシドニー五輪
マラソンで金メダル

小泉純一郎氏が首相就任

米国で同時多発テロ発生

日韓共催サッカーＷ杯
開催

自衛隊イラクへ派遣

参院選挙で民主躍進

総選挙で自民圧勝
小泉劇場の幕開け

皇室に41年ぶり男子誕生

中越沖地震

オバマ氏が米大統領に

衆院選で民主党大勝

東日本大震災
東電福島第1原発事故

サッカー女子Ｗ杯
なでしこジャパン世界一

東京スカイツリー開業

2020年夏季五輪開催地が
東京に決定

消費税８％スタート

安全保障関連法が成立

小池百合子新東京都知事
誕生

トランプ米大統領が就任

西日本豪雨災害

その他の出来事年月 センターの主な動き 月

当センターの平成25年度からの実績資料編
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近５年間の役員

平成30年度役員一同

（後列左から）土屋信三・小野圀広・五井　誠・御園生勇・勝又真紀子・明石善和・市野邦男・本田牧夫

（前列左から）髙橋正昭・山﨑　勉・小林明美・清宮茂光・宮内孝男・下山博泰

当センターの平成25年度からの実績資料編
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宮内　孝男

谷城　なが子

青山　善樹 佐俣　稔 山野　剛史 鈴木　優子本田　晶子 村雲　良佳 米山　明美

粟生田　早苗 齋藤　礼子 加藤　聡植草 珠里 立石　雅彦 小林　美保 小板橋　広樹 武田　誠

市川　孝史 松田　明子 佐藤　美佐 山田　幸男 佐野　麻美子 須永　澄子 関　裕美 三橋　千夏 堂谷　未有

齋藤　隆史 大田　紀子 湯野川　恭子 村田　鈴子 大村　桂 日向　祐子

太田垣 友佑

近５年間　事務局職員

管理係

事業係

烏山支部室

事務局長

事務局次長
(管理係長兼務)

主　任
主　事
臨時職員
臨時職員
臨時職員

事務局次長
(事業係長兼務)

主　事
主　事
継続雇用
嘱託職員
嘱託職員
臨時職員

支部室長
嘱託職員
臨時職員
臨時職員

宮内　孝男

佐俣　稔

山野　剛史
太田垣 友佑
米山　明美
谷城　なが子
齋藤　礼子

加藤　聡

立石　雅彦
小板橋　広樹
市川　孝史
佐藤　美佐
関　裕美
佐野　麻美子

堂谷　未有
大田　紀子
村田　鈴子
日向　祐子

Ｈ２９.４～

Ｓ６２.４～

Ｈ２２.４～
Ｈ３１.１～
Ｈ２１.４～
Ｈ２４.６～
Ｈ２５.９～

Ｈ２.４～

Ｈ２２.４～
Ｈ２８.６～
Ｓ６０.４～
Ｈ２８.１１～
Ｈ１９.４～
Ｈ２６.４～

Ｈ５.４～
Ｈ２６.４～
Ｈ２６.４～
Ｈ３０.５～

主　事
嘱託職員
嘱託職員
臨時職員
臨時職員

主　事
主　事
嘱託職員
嘱託職員
臨時職員
臨時職員

主　任
臨時職員
臨時職員

本田　晶子
鈴木　優子
村雲　良佳
粟生田　早苗
植草　珠里

小林　美保
武田　誠
松田　明子
山田　幸男
三橋　千夏
須永　澄子

齋藤　隆史
湯野川　恭子
大村　桂

Ｈ２２.４～
Ｈ２７.４～
Ｈ２８.１～
Ｈ２４.６～
Ｈ３０.１２～

Ｈ２６.４～
Ｈ２８.４～
Ｈ２８.１～
Ｈ３０.４～
Ｈ２１.４～
Ｈ２７.４～

Ｈ１８.５～
Ｈ１９.４～
Ｈ２７.２～

参　事　 青山　善樹 Ｓ５３.６～

平成31年２月末現在

当センターの平成25年度からの実績資料編
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▲本部：世田谷区宮坂１-24-６ 宮坂区民センター
　　　　東急世田谷線宮坂駅 徒歩０分

委 員 長　清宮　茂光　会長

副委員長　小林　明美　副会長

副委員長　五井　　誠　広報・広聴部会部会長

編集委員　松田　周三　広報・広聴部会副部会長、久保田　篤、北村ふ志江

　　　　　土屋　信三、宮内　孝男、青山　善樹、佐俣　　稔、武田　　誠

写真・資料提供　各組組長、佐伯　　紘、橋爪　英子

　　　　　　　　土屋　信三、五井　　誠、松田　周三、北村ふ志江

表紙写真　阿部　勝夫

▲用賀ワークプラザ：
　　世田谷区玉川台１-12-１
　　東急田園都市線 用賀駅（南口） 徒歩５分

▲烏山支部：世田谷区粕谷１-７-34
　　　　　　バス：芦花恒春園下車 徒歩７分

創立40周年記念号編纂委員会

公益社団法人

世田谷区シルバー人材センター所在地



写真は昨年６月開催の
「ふれあいカルテット」の
ミニコンサート（上）
サロンで談笑する
皆さん（下）

　地域の皆さんと一緒に楽しくくつろげる「あったか

サロン」は用賀ワークプラザに開設され、５月で丸５

年になります。世田谷区在住の60歳以上の方であれば

どなたでも歓迎です。

▼開催日・時間

　火曜日・木曜日

　　午前10時

　　　～午後３時

▼参加費

　　100円

　写真は、近所の名所を訪ねる「外に出て、歩き

ましょう」の一場面です。用賀ワークプラザを出

て、瀬田の旧小坂家住宅まで散策、邸内を見学し

ました。多摩川沿いの国分寺崖線に立つ見晴らし

の良い和洋折衷の別邸。係の方の説明を聞き、庭

を見ながら、持参のお茶で一服。元来た道を用賀

ワークプラザに戻りました。

　行程約2.5時間。参加者15名。

　昨年11月13日開催。

「私たちは自転車に乗ります　だから保険に入ります」
わずかな掛け金で大きな保障　お勧めいたします。

　申込期間：2019年５月７日（火）から６月21日（金）まで

　詳細は区のホームページまたは５月15日号掲載予定の「区のお知ら

せ」をご覧ください。

　問い合わせ先：世田谷区土木部交通安全自転車課　 03-5432-2515

　引受保険会社：損害保険ジャパン日本興亜株式会社 03-3349-9666

　平成30年度の事業報告・決算、新年度の事業計画および予算を審議・

報告します。就業仲間や地域会員のみなさんをお誘いのうえ、ぜひご

出席ください。

　　　　　★開催通知は、５月末にご自宅に送付します。

　　　　　　総会当日は、開催通知の封筒をご持参ください。

世田谷区　区民交通傷害保険のご案内

2019年度

定時総会開催予定のお知らせ
■６月18日（火）　■世田谷区民会館ホールで開催

あったかサロン　楽しく迎える６年目あったかサロン　楽しく迎える６年目 あったかサロンでは
　　ウォーキングもします！
あったかサロンでは
　　ウォーキングもします！

共働・共助による事業活動の推進／自主・自立による組織活動への参加

せたがやせたがやせたがや
Vol.157 ２０１9. 春号２０１9. 春号
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　2019年１月21日（月）安全委員会が開催されました。今回の募集テーマは

　　①「転倒・墜落・転落事故防止について」　東京しごと財団テーマ

　　②「自転車利用での事故について」　　　　世田谷区シルバー人材センターテーマ

とし、募集をいたしました。

　会長、事務局長、安全委員会メンバーで応募者数11名、応募作品30作品から厳選の結果、次

の３作品が選ばれました。おめでとうございます。

　　① 優秀作 「大丈夫と　思う気持ちが　事故のもと」　　　　箕輪　　哲雄　様

　　② 佳　作 「まず一歩　大地を踏みしめ　気も引き締めて」　平塚　郁太朗　様

　　③ 佳　作 「事故防止　１に点検　２に確認」　　　　　　　宮内　　辰蔵　様

　入賞者への表彰は、2019年度の定時総会にて記念品を贈呈し、表彰させていただきます。あ

りがとうございました。

　2019年度も「安全はすべてに優先する」を基本理念のもと、安全就業にいろいろな機会を通

じ、事故撲滅の為に周知徹底をしていきます。傷害事故を起こすと就業停止になる場合ありま

すので、当事者意識を持ち就業先が15分以内は健康の為、自転車利用せず歩く事を奨めます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安全委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長　小林　明美

　１月29日、31日の二日間、宮坂本部で平成

30年度「入会２年次会員研修（後期）」が開

催されました。二日間の参加者95名でした。

　初めに清宮会長の挨拶、宮内事務局長によ

　　　　　　　る現況報告に続き、会長がシ

　　　　　　　ルバー人材センターの概念に

　　　　　　　ついて分かりやすく説明され

　　　　　　　ました。その後グループディ

　　　　　　　スカッションに入り、７つの

　　　　　　　班に分かれて『自らの就業体

　　　　　　　験（就業のための活動を含む）

と就業マナー』というテーマで討議に入りま

した。

　先ずはお互いの仕事の内容を紹介しあうこ

とから始まり、熱心

な討議のあと各班か

ら討議結果の発表が

ありました。

　・見守り隊ではト

　イレの問題、とく

　に冬場・業務の指導

　がなかった・マニュ

　アルがない・覚える

　ことが多い・仕事の

　内容を前もって分か

　るようにしてもらい

　たい・長時間勤務が

　きつい・シルバーパ

　スではチームワーク

　を取るのが難しい、

等々の多様な意見が出

されました。

　最後に小林副会長から「シルバー人材セン

ターの基本理念は『安全はすべてに優先する』

です。他人に迷惑をかけないという就業者間

のマナー、健康管理に十分注意し、とくに自

転車での事故が多いので交通ルールを守り、

帰宅するまでが就業であることに留意してほ

しい」との講評があり２時間半の研修を終え

ました。

安全委員会からのお知らせ

気持ち新たに

「事故が起きてからでは遅い」

ディスカッションの結果発表清宮会長の講話

熱心なディスカッション

「2019年度の安全標語決まる」

入会２年次研修

「2019年度の安全標語決まる」

入会２年次研修
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30年度発注者表敬訪問が実施されました

　　　　　　　　　　　　　　平成31年１月

　　　　　　　　　　　　　22日、月例のシ

　　　　　　　　　　　　　ルバーまんまの

　　　　　　　　　　　　　食後のイベント

　　　　　　　　　　　　　として、会員の

　　　　　　　　　　　　　市野さんによる

「講談会」が開催されました。数か月前より

栄養のバランスを考えたメニューに、前日か

ら食材の準備と当日早朝よ

り仕込みをした、チャーハ

ン、中華スープ、サラダに

煮物とフルーツのデザート

が並び、テーブルを囲んで

楽しい昼食を頂きました。

　日本伝統芸能の話芸、落

語・浪曲・漫才などの一つ、

講談を市野邦男会員（松原

・松沢組）が、１月17日のあったかサロンに

続いて、宮坂本部会議室に即席のステージを

作り、赤毛氈を敷き、釈台に張り扇の“パン

パ―ン
”

と威勢の良い響きで調子をとりなが

ら、熱の入った弁舌を披露されました。（市

野邦男会員＝市野邦鶴講談師で、あの髭の講

談師「田辺一鶴」の講談大学の生徒）

　まずは、前座時代から一躍脚光を浴びた田

辺一鶴師匠が、昭和39年に開催された「東京

オリンピック」の入場行進を講談にした演目

を、ファンファーレの音と共に名調子でスタ

ートされました。93の参加国を一挙に語り、

思わず大拍手。2020の東京オリンピック・パ

ラリンピックでは230ヶ国余りが参加予定、

その時を期待しています。

　続いて、講談「義士伝　梶川与惣兵衛屏風

廻し」は、松の廊下で吉良上野介に刃傷に及

んだ浅野内匠頭を後ろから組み止めて手柄を

　　　　　　　立てた梶川与惣兵衛に対し、

　　　　　　　ご老中方が曾我兄弟が富士の

　　　　　　　裾野で父の敵を討った曽我物

　　　　　　　語を引き合いに出して、武士

　　　　　　　の情けを梶川与惣兵衛に説く

　　　　　　　物語で、表情ゆたかに演じら

　　　　　　　れる市野邦鶴講談師に吸い込

　　　　　　　まれるよう、武士の情け富士

　　　　　　　の裾野の狩場絵図屏風を連想

　　　　　　　し、ぐるりと回る屏風回しの

お馴染の一席で本日は終了。

　テレビ放送が始まる前、ラジオで耳にした

幼き頃以来の講談で、一度ならず何度でも伺

いたい次第。

　30年11月に理事による表敬訪問が実施され

ました。

　これは発注者を訪問して感謝の意を表し、

センターへの意向をききとるなど、今後の発

注の拡大や就業の質の向上を図る事を目的と

しています。本年度は公共事業8ｹ所と民間企

業19ヶ所の27ヶ所を訪問。新規受注もあり、

センターへの要望もありました。

シルバーまんま
と 伝統芸能

講談愛好家『市野邦鶴』会員をお迎えして



会員の楽しい親睦・交流の場

お気軽にご参加ください 同好会のご案内

★会費納入のお願い★
　平成30年度の会費（年1,000円）

が未納の方は、宮坂本部または

烏山支部へ早急にお納めくださ

い。

 　　　　　　　 　         　 （対前年度比)

 ・ 会 員 数　 　　 3,041人        (25人減）

 ・ 受注件数 　    18,958件      （123件減）

 ・ 契約金額  10億9,642万円（約2,159万円増）

 ・ 就業率　         73.9％

事業報告

　会員数は玉川地区で10月～１月に実施した臨

時の出張説明会の効果もあり、3000人にはとど

まっているものの、微減傾向が続いております。

今後とも会員増加に向けたＰＲを行ってまいり

ます。事業実績としては、減少傾向だった民間

部門がほぼ前年度実績に近くなったこと（１％

減）、公共部門が引き続き増加していることに

加え、３年に１度のシルバー情報誌の配布など

単発の仕事を受注したことにより、順調に推移

しております。

平成30年度
（平成30年４月～平成31年１月）

事業報告

以下は４・５・６月の予定です。

・４月８日（月）

・５月13日（月）

・６月10日（月）

◆ 理事が｢さわやか相談窓口｣で、会員

   の皆さまの就業の相談やご意見をお

   伺いします。

◆ ご相談いただいた内容は、理事会・事

   務局で検討し、極力解決に努めます。

◆ 毎月第２月曜日に宮坂本部で開催し

　 ます。（祝日と重なっている場合は翌日）

就業のご相談 配分金振込予定日

　１月より世田谷区シルバー人
材センターに入職いたしました。
現在は入会説明会・研修会や地
域組織関係、その他管理業務等
を担当しております。入職して
間もないため日々新しいことの
連続ですが、当セ
ンターを通じて地
域に貢献していき
たいと思っており
ます。どうぞよろ
しくお願いいたし
ます。

　配分金振込みは支払日に指定

口座へ入金されますが、給与振

込みと違い、全ての口座へ午前

中に入金されるわけではありま

せん。ご了承願います。

・３月14日（木）

・４月12日（金）

・５月14日（火）

◆ お一人の相談時間は30分以内です。

◆ 事務局窓口では、勤務時間内は

   いつでも相談できます。

10時～12時　13時～15時

太田垣　友佑　職員

新人紹介

世田谷の夏！ 表紙の写真募集世田谷の夏！

◆シルバーボウリング同好会

　★連絡先　鈴木 尊康　　090－2175－4615

◆囲碁同好会

　★連絡先　田村 　進　　090－7856－3519

◆植物同好会

　★連絡先　杉浦 辰夫　　090－2309－8268

表
紙
の
写
真

砧
公
園
に
て

撮
影:

阿
部

　勝
夫表紙の写真募集

・あなたが撮った「世田谷の夏！」でシルバーせたがや158号の表紙を

　飾りませんか。

・締切りは５月７日です。多数の応募をお待ちしています。

・メールにてＪＰＧのデジタルファイル（通常のデジタルカメラでのデータ

　ファイル）または郵送でプリントした写真を応募してください。ご提出い

　ただいたプリント写真は返却いたします。

　　　メールの送り先 ： setagaya@sjc.ne.jp

・コンテンツの使用権、編集権を当センターに許諾願います。

・写真は原則として約４:３にトリミングします。

・採用されましたら薄謝を差し上げます。

・詳細は宮坂本部までお問い合わせください。（担当：武田）

◆ゴルフ同好会 「けやき会」

　★連絡先　天野 孝俊　　090－3095－5146

◆カラオケ同好会

　★連絡先（松陰神社） 本　 3417－1549

      　　　　　（船橋） 佐藤　 3483－0203

◆俳句同好会 「あったか俳句会」

　★連絡先　松田 周三　　090－1251－7851

会員の楽しい親睦・交流の場

お気軽にご参加ください 同好会のご案内
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